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大都市近郊における在宅ケアに関わる薬局業務の機能的特徴
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目的　介護保険サービス開始前の各薬局業務の実施実態を検討することにより，薬局業務を機能

分類し，特に在宅ケアに関連する業務について，その特徴を明らかにする。

対象・方法　T市薬剤師会に所属する全薬局を対象に，在宅ケアに関わる業務についての自記式

アンケート調査を1999年7月に留置法にて実施した。調査した業務の内容は，A)調剤（患

者・介護者への服薬指導，患者への薬剤情報提供，患者の薬歴管理，処方箋調剤，医師への

助言・疑義照会，特殊製剤処方の取り扱い），B)供給（OTC（Over-the-counter : 医師の処

方箋が不要の市販薬）などの物販，介護用品の展示・カタログ販売），C)相談（在宅医療に

関する相談応需，健康教室などのイベント開催），D)管理（在宅患者訪問薬剤管理指導），E)

情報交換（医療他職種との情報交換，保健福祉他職種との情報交換）の5分類13業務とした。

これらの業務について重要度認識と実施実態を解析し，実施実態による因子分析を行った。

結果・考察　重要との認識があり，ほぼ実施されている業務は，A)調剤の患者・介護者への服

薬指導，患者への薬剤情報提供，患者の薬歴管理，処方箋調剤，医師への助言・疑義照会と，

B)供給のOTCなどの物販であった。一方，重要との認識はあるがあまり実施していない業

務は，B)供給の介護用品の展示・カタログ販売と，C)相談の在宅医療に関する相談応需と

健康教室などのイベント開催，およびD)管理の在宅患者訪問薬剤管理指導，E)情報交換の

医療他職種との情報交換，保健福祉他職種との情報交換であった。介護保険サービス開始前

年の本調査時点では，在宅ケア関連業務（介護用品の展示・カタログ販売，在宅医療に関す

る相談応需，在宅患者訪問薬剤管理指導，保健福祉他職種との情報交換）の実施実態は比較

的低いと考えられた。また因子分析では，在宅ケア関連薬局業務のうち，介護用品の展示・

カタログ販売と在宅医療に関する相談応需は，既に高い実施状況にある，OTCなどの物販

と同一因子内にあり，在宅患者訪問薬剤管理指導と保健福祉他職種との情報交換は，実施状

況が比較的低い医療他職種との情報交換と同一因子内にあった。したがって在宅ケアに関わ

る薬局業務は，情報交換機能と供給・相談機能に関連しており，在宅ケア関連業務を薬局に

定着させるには，従来から実施実態の低い，保健・医療・福祉関連職種間の情報交換機能の

充実に焦点があることが示唆された。
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